
夏休み中は見学・
体験期間とします。合宿も
見学していただけます。

※8月23日～25日
ぜひ、お越しください。

私、登田が通う剣道の師匠に、日ごろ子供達へ
お話している徒然を書いて頂いてます。

058-247-3676
お問い合わせは

子どもの汗と笑顔は
の宝

稽古の様子や
開催場所につ
いてはコチラ
▶▶▶▶▶▶

雙 雙柳舘 淺川道場
岐阜市野一色 4-8-1

　

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
暑
く
厳
し

い
稽
古
を
終
え
て
、
黙
想
に
て
心
を
静
め

る
と
、
風
や
虫
の
音
が
体
に
染
み
て
く
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
れ
も
夏
の
恵
み
の

一
つ
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の

ス
ポ
ー
ツ
が
暑
く
て
や
る
気
に
な
ら
な
い
、

寒
す
ぎ
て
楽
し
め
な
い
季
節
に
な
れ
ば
、

別
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ば
よ
い
の
で
す
。

し
か
し
武
道
に
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
夏
は
土
用
稽
古
、
冬
は
寒
稽
古
と

し
、
あ
え
て
厳
し
い
稽
古
に
臨
み
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
も
自
分
を
律
す
る
、
感
情

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
強
靭
な
強
さ
と
い
う

よ
り
、
己
の
弱
さ
の
克
服
を
求
め
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

当
舘
で
は
、
子
ど
も
達
に
ま
ず
剣
道
を

楽
し
く
、そ
し
て
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
を
好
き
に
な
り
目

標
へ
向
け
て
努
力
し
汗
を
流
す
。
挫
折
を

味
わ
い
、
涙
を
流
し
た
と
し
て
も
、
再
び

立
ち
上
が
り
挑
戦
す
る
。こ
う
し
た
主
体

的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
子
ど
も
達
は
気

づ
か
ぬ
う
ち
に
「
克
己
心
」
を
身
に
着
け

て
い
き
ま
す
。

　

６
月
に
全
国
大
会
出
場
を
逃
し
て
か
ら

一
ヶ
月
間
、
子
ど
も
達
は
よ
り
一
層
稽
古

に
励
み
、
そ
の
後
の
市
民
大
会
で
は
各
々

が
納
得
で
き
る
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
優

勝
・
入
賞
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。し
か
し
結
果
を
手
放
し
で
喜
ぶ

の
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
の
努
力
を
認
め
、

そ
の
取
り
組
み
と
試
合
の
内
容
を
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
一
人
一
人
と

稽
古
の
様
子
を
ふ
ま
え
て
振
り
返
り
ま
し

た
。
厳
し
い
で
す
が
、
負
け
て
「
よ
く
頑

張
っ
た
ね
」も
あ
れ
ば
、
勝
っ
て
も
「
稽
古

不
足
」
と
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
試

合
で
勝
つ
こ
と
は
目
標
で
あ
っ
て
、
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
達
が
剣
道
を
通
じ
て
、つ
よ

く
、
豊
か
に
育
つ
こ
と
こ
そ
剣
道
修
練
の

目
的
で
す
。

副舘長
淺川 正堂

暮らし●知恵の

試
合
で
勝
つ
こ
と

気象庁は５月29日、豪雨で土砂災害や洪水の危険が予想される際、住民に避難を促す避難情報や防災気象情報について
５段階の「警戒レベル」に区分し、伝える運用を始めました。どんな制度なのか、よく分かっていない方もいらっしゃると思いま
す。梅雨はもちろん、夏が来ればゲリラ豪雨も心配。雨が多くなる季節ですから一緒に確認していきましょう。

新たに運用が始まった『大雨警戒レベル』の話！

　近年、防災情報がとても増えたと思
いませんか？　ひと昔前は、注意報・警
報が主だったのに、ここ十数年で、特
別警報、大雨・洪水警報の危険度分
布、土砂災害警戒情報、雨ではないけ
ど、竜巻注意情報、高温注意情報、など
など…。どれも大事で必要な情報です
が、あまりに多いと判断に迷ってしまい
ますよね。そこで、 内閣府の行動指針
に基づいて設定されたのが、「大雨警
戒レベル」です。
　要は、多くなりすぎた大雨災害に関
する情報を、5つの箱に入れて整理し
ましょう、というイメージです。しかも、そ
の5つの箱には、こういう行動をしてく
ださいね、とラベルが張ってあります。
みなさんが避難の判断をするにあたっ
て、適切な情報をわかりやすく発信す
るというのが今回のお話しです。

1 まだ事は起こってないが、警報級の
大雨が数日中に降るとの予報が出
ている場合。行動としては、「災害の
心構えを高める」

2大雨注意報と洪水注意報などが出
る場合。「避難場所や経路を確認」

3高齢者や体に障害のある方など、
避難に時間がかかる人は避難。そ
うじゃない方も、避難の準備を。
自治体から、「避難準備・高齢者
など避難開始」という情報が出る
時に該当し、気象庁からは、大雨
警報や洪水警報が、レベル３に相
当します。
たとえば、天気予報で、「大雨警
報が発表されました。これは警戒
レベル３、高齢者など避難開始に
相当する情報です」といった感じ
でアナウンスされるでしょう。

5すでに災害が発生している際に出
されます。取るべきは、「命を守る
最善の行動」です。
気象庁から出る情報では、数十年
に１度の大雨が降っているような大
雨に関する特別警報が、レベル５
に相当します。

警戒レベル５は、すでに災害が起
こっている状態。
なので、レベル３で高齢者や避難
に時間を要する方は避難を始め
て、レベル4で避難の対象となる
地域は、全員避難している必要が
あるというのがポイントです。

今後は気象情報に加え、５段階の
警戒レベルを補足し伝えられるの
で、より直感的に危険度が感じら
れると思います。

4自治体から「避難勧告」や「避難指
示」が出る時。つまり、「避難」行動
を取らなければなりません。
例えば、「●●地区に土砂災害に
関する警戒レベル４、避難勧告が
発表されました。」そういった感じ
で情報が発信されます。５段階のレベル分け。

具体的にどうなってる？ 

気象情報としては、土砂災害警戒
情報が相当。天気予報では、「●
●市に土砂災害警戒情報が発表さ
れました。これは警戒レベル４に相
当する情報です。
自治体から避難情報が出てないか
確認してください」といったように
伝えられます。


